
10月1日に、横田飛行場に5機の
CV-22オスプレイが配備されるこ
とが発表されました。これまで福
生市議会では防衛省及び北関東
防衛局に対し、配備計画や安全
性について迅速で正確な情報提
供を行うことを要請してきました
が、十分とは言えない状況下での
正式配備の発表となりました。福
生市議会として、国に対し、これ
まで行ってきた要請内容を再度確
認し、真摯に対応することを求め
る要請文を送付しました。引き続
き、基地の状況に注視し、迅速に
対応していきます。

オスプレイ 正式配備
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新公会計制度が導入されて2度目の決算審査を行いました。昨年度から導入された決算説明書を中心とし、事業のPDCA※ サイクル
を意識して審査を行いました。決算を「使ってしまったお金」として、それが単に適正だったかどうかのみを審査するのではなく、課題
等をどのように捉え、次に活かすかという視点で見ることで、限りある財源をより有効に活用することができるようになります。質問
した主な内容は下記のとおりです。適正に事業が実施されていると判断し、平成29年度決算を認定しました。
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東京都の民生委員制度は、その起源である
「救済委員制度」の創設から100年という節目
を迎えました。記念式典及び祝賀会には多く
の方々が集まりました。少子高齢化が進み、
地域と行政のパイプ役として民生委員に求め
られる役割も多様化しています。高齢者、子育
て、教育、障害者支援など地域に根差した活
動には感謝すると共に、今後も民生委員・児
童委員の皆さんと地域福祉の向上に力を尽く
します。

今年も「福生七夕まつり」が開催され、約38
万人が訪れました。私は保護司会ブースで
犯罪防止の啓発活動を行いました。福生市
の観光資源であり、シティセールスのツール
でもある「福生七夕まつり」の大きな魅力の
一つに市民参加が挙げられます。栄通りに
ずらりと並んだ市民模擬店や、そこに参加
する皆さんの活気は圧巻です。第70回開催
を迎える2年後に向け、市民模擬店に限らず
様々な形で参加できる七夕まつりについ
て、皆さんの声を市に届けていきます。

福生市の魅力を市外にもアピール！

福生七夕まつり開催

決算審査特別委員会

福  祉

文  化

地域福祉のかなめ！

東京都民生委員制度
創設100周年

※写真は福生市民生委員・児童委員協議会 会長の板寺正行さん

※Plan-Do-Check-Act

選挙管理委員会事務局 生活環境部

企画財政部

市民部

総務部

●選挙常時啓発事務 ●緑化推進事業
     保存樹林地等奨励金 
     花壇管理委託料

教育部

福祉保健部

●コミュニティ・スクール運営事業
●道徳教育推進事業
●保護展示事業 修繕料
     刀剣類の研磨修繕費
●資料貸出閲覧事業

子ども家庭部

●保育所運営事業
     杉の子保育園建設費補助金

●ひとり親家庭自立支援事業
     福祉資金貸付システム口座振替
     伝送化改良委託料
     ひとり親家庭高等学校卒業程度
     認定 試験合格支援給付金

都市健康部

●都市計画事業
     特定緊急輸送道路沿道
     建築物耐震改修助成金
     特定緊急輸送道路沿道
     建築物耐震補強設計補助金

●都市計画道路3・4・7号
　富士見通り線整備事業
●市道幹線Ⅱ-11号線（本町通り）
　無電柱化整備事業●社会福祉法人等指導検査事務

●福祉センター設備改良事業
●成年歯科健康診査事業
●高齢者歯科健康診査事業

●総合計画策定事務
●広報事業
     プレスリリース配信サービス使用料
●テレビ受信障害調査事業

●民契約保養施設事務

●平和記念事業
●災害対策事業
    自主防災組織運営費補助金



福生「生きがい都市」宣言！

視  察

副委員長を務めた議会
改革に関する特別委員
会で検討してきた「タブ
レット端末の導入」に向
け、先進自治体である
千葉県木更津市、多摩
市を視察しました。今後
も導入のメリットや活用
方法など、さまざまな側
面から捉えていきたいと
思います。

改  革

今年も町会・自治会主催
の福生夏まつりに参加し
ました。残念ながら台風
の影響で、1日目の神輿渡
業は中止となりましたが、
2日目は天候に恵まれ、地
域の皆さんや子どもたち
と一緒に楽しみました。地
域の絆を育む伝統行事を
後世にも伝えていきたい
と改めて思いました。

「多摩スポーツ議員連
盟」で青梅市の総合体
育館や市営水泳場等を
視察しました。人生をよ
り豊かなものにする「生
きがい」をスポーツの視
点から考察し、他の自
治体との連携による利
便性の向上や機能の充
実について検討してい
きます。

地 域の皆さんや子どもたちと一緒に

福生夏まつりに参加地  域

志茂踏切の渋滞解消、歩
行者の安全確保を目的と
して、多摩橋通りとJR青
梅線を立体交差化する事
業が行われています。東
京都建設局西多摩建設事
務所の担当者から工法に
ついて丁寧に説明を受け
ました。予定通りに工事
が完了するよう進捗状況
等を注視していきます。

市内道路に利便性と安全性の向上を！

志茂立体交差事業を視察

台風24号は福生市内に
も大きな爪痕を残して
いきました。福生は災害
に強いまちと言われてい
ますが、昨今の度重な
る大型台風や大雪、大
雨等の異常気象による
災害に耐えられるよう
に、今までの想定を上回
る強いまちづくりを訴え
ていきます。

異常気象による災害に耐えられるように！

市民を守る 強いまちづくり

スポーツを通じて「生きがい」を！

スポーツ議連で施設を視察
議会運営や議員活動を効果・効率的に！

タブレット端末の導入に向けて

次世代につなげる 福生市平和祈念事業

平和のつどいに参加平  和

防  災 道  路

毎年終戦記念日の直近の日曜日に開催される「平和のつどい」に参
加し、戦争の貴重なお話に平和への思いを一層強くさせられました。
福生市では戦争の記憶を伝えるため、シベリア抑留体験の映像が制
作されました。様々な方にご覧いただけるよう提案していきます。
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佐藤こうじ
プロフィール

1968年、東京都日野市生まれ。
日野市立第二小学校、日野市立第一中学校、
東京都立南多摩高校、中央大学法学部卒。

小学生時代・・・カブト虫・クワガタや魚獲りに明け暮れる。
中学生時代・・・卓球部所属（市や地区大会で優勝！）
高校生時代・・・卓球部と体操部に所属。ロックバンド結成。
大学生時代・・・法学、政治学を学び、政治学のゼミに所属。

誕生〜学生時代

職歴〜現在

カラオケ、卓球、読書（社会科学系等
の本をよく読みます。漫画も好きです！）

地方自治は民主主義の学校
である（J.ブライス）

生年月日・血液型 趣味 特技 政治観

福生市本町町会 顧問
社会福祉法人不動福祉会 理事
（すみれ保育園・本町保育園・熊川保育園）

処人藹然（しょじんあいぜん）
「人と接するときには和やかな
態度で接すること」

家族 地域活動 座右の銘佐藤こうじ後援会 事務局
TEL / FAX 042-849-2196

koji.sato.off ice@gmail.com

討議資料

佐藤こうじ
Facebookページ

市議会議員は
毎日何をしているのか

〒197-0022 福生市本町 79

保険会社、繊維業界紙新聞記者、予備校講師、家業の建築業（型枠工事／2級
建築士）を経て、2015年4月、福生市議会議員に初当選。市民の皆さまのご期待
にお応えするべく、毎日奮闘中！

佐藤こうじ
 Off icial Web Site

http://www.koji-sato.info/

佐藤こうじ 福生

福生生まれの妻（介護福祉士）、
大学生の長男、高校生の次男、
中学生の長女との5人暮らし

1968年10月28日（さそり座）
O型

　富士見通りの拡幅に向け用地買収が進んでいくなか、「富士見通りまちづくり
協議会」では現在、まちづくりの方針について検討されています。私も、沿道の
街並みをどのようにしていくか、地元の方々との意見交換を行っています。しか
しながら、今一つどのような「まち」にしていったら良いのか、具体的なイメージ
がわかないといったが意見が多く出ています。
　確かに街並みを形成するためのルールづくりは大切ですが、それだけでは具
体的なイメージは湧きにくい。そこで「街路樹に注目してみてはどうか？」という
意見が出て、今いろいろと文献や資料を読んだり、地元の有志の方々と視察を
行ったりしながら研究をしています。
　今回の一般質問でも街路樹について取り上げましたが、いくつもの種類が
ある街路樹の中で、新たなまちづくりのシンボルとなるような街路樹の選
定につながればと思っています。地元地域の皆さんの意見を尊重し支
援していきたいと思います。

一 般 質 問

福生七夕まつりについて
●七夕まつりに対する基本的な考え方
●七夕まつりの変容について
●安全・安心対策及びごみ対策について
●2020年の第70回開催に向けての取り組みについて

緑と水のまちづくりについて
●緑と水のまちづくりの基本的な考え方について
●課題への取り組みとその進捗状況について
●まちづくりにおける緑と水の理念の活かし方について

新たな街並みのシンボルとして「街路樹」に注目。
Satokoji C

olumn

コラム

商業振興として行われてきた七夕まつりは第70回の節目に向けて
どのようにあるべきか。また、福生市の緑と水の状況、そして緑と
水を感じるまちづくりをどのように進めていくかを問いました。
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